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人口の変動についてみると，宝暦 12（1762）年には 1,250人程度であったが，安永 3（1774）












































































































































労働移動先 男 女 合計
都市・町場
京都 19 11 30




摂津 10 7 17
丹波 8 3 11
山城 1 1 2

















































表 2　天保 14年 4月における馬路村の年齢別人口構成と労働移動
年齢（歳）
人口（人） 労働移動（人） 労働移動比率（％）
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計
1-5 52 59 111
6-10 69 74 143 2 2 2.9 1.4 
11-15 79 52 131 17 3 20 21.5 5.8 15.3 
16-20 53 48 101 6 11 17 11.3 22.9 16.8 
21-25 59 57 116 4 5 9 6.8 8.8 7.8 
26-30 46 49 95 2 2 4 4.3 4.1 4.2 
31-35 44 48 92 1 1 2.3 1.1 
36-40 41 47 88 1 1 2 2.4 2.1 2.3 
41-45 41 44 85
46-50 38 35 73
51-55 32 18 50 1 1 5.6 2.0 
56-60 26 22 48
61-65 12 16 28
66-70 15 19 34
71-75 11 18 29
76-80 6 7 13



























男 女 合計 男 女 合計
1-5
6-10 5 5 13.8 13.8 
11-15 19 9 28 11.9 9.4 11.1 
16-20 7 8 15 9.5 7.8 8.6 
21-25 3 4 7 6.7 6.3 6.4 
26-30 3 1 4 11.7 5.0 10.0 
31-35
36-40
41-45 1 1 6.0 6.0 
46-50
51-55 1 1 3.0 3.0 
56-60 5.0 
61-65 1 1 5.0 5.0 
66-70 1 1 5.0 5.0 
合計 40 23 63 10.9 7.8 9.7 
資料：馬路町自治会文書「宗旨御改帳」























終了後の動向 男 女 合計
継続中 1 1
年限以上 帰村 18 15 33
縁付（村内） 1 1
縁付（村外） 1 1 2
死亡 2 1 3
不明 2 2
（小計） 22 19 41
中途終了 帰村 9 2 11
縁付（村内） 2 2
縁付（村外） 3 2 5
死亡 2 2
不明 1 1
（小計） 17 4 21



















２）江戸幕府は享保 6（1721）年に初めて国別の人口調査を実施し，第 2回の享保 11（1726）年以降，弘
化 3（1846）年まで子年と午年に実施された（関山 1958：62，速水 1992b）。
３）本稿では，宗門人別改帳のうち馬路村の史料を指す場合には「宗旨御改帳」と表記する。
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